
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．５月ののぞみカフェは、発達障害やその疑いのあるお子さんをお持ち

のお母さん方が集まり、進路のこと。ライフプランのお話を LITALICOライ

フの勉強会で学びました。 

のぞみカフェだより 
令和５年６月 

子育て支援センターエンゼル 0176-25-０４４１ 

★ライフプランニング 
とは？ 

 ライフプランニングに意義

があるのは、将来の見通しを持

つことで今の安心を得て、より

希望をもって日々を過ごせる

ようになることだからです。 

親たちの年齢。お子さんの就

学、進路などを大まかにでも将

来設計できることは、財務のシ

ュミレーションにつながり、準

備もしやすいです。 

 発達に凸凹があるお子さん

は特に、小学校の段階から進路

を選択しなくてはならなくな

ります。高校、大学となると、

選択肢はまた拡がりがありま

す。 

のぞみカフェは…お子さんの発達を心配している親御さんの会です。 

集まった皆さんで、おしゃべりやお勉強をしながら、ホッと一息つきましょう。 

次回は、６月１７日（土）です。 

ぜひ、ご参加ください。         ←子育て支援センターエンゼル HP 

 

公立通常級 

小・中学校 

公立通級 

公立支援級 

特別支援学校

級 

フリースクール 

私立 

 

高校 

全日制（公立・私立） 

定時制（公立・私立） 

通信制（公立・私立） 

サポート校 
（同時に通信制高校に入学） 

高等専門学校 

特別支援学校高等部 

フリースクール 

 

高校卒業後 

大学・大学院 

短期大学 

専門学校 

一般就労 

福祉的就労 

★様々な進路 
 現在の教育の形態は、従来の形態よりも「個を伸ばす」教育

の形態があります。授業料には差がありますが、好きなものを選

択し学ぶことを選択できます。 

 また、高校卒業後に関しても、福祉的就労（就業支援など）を

利用して、就労する必要があるのか、一般事業所で障害者枠

で就労するのか、一般就労ができるかなど、その時の本人に関

するアセスメントを進路決定のヒントにできると良いでしょう。 

 また、福祉的就労をするときに、実家から通勤するのか、グル

ープホームから通勤するのか、一人暮らしするのかなど、生活

次第でかかる費用も変わってくることを念頭に、社会人になった

後、どのくらいの金額の援助が必要なのかが見えて来ます。 
 

～進路決定で 
大切なことは～ 

〇お子さんの最適を考える。 

〇今決めるのではなく、選択肢を

想定する。 

〇「将来」から逆算する。 

 


